
第３章　機 ムｂ
日ｂ

１． 動作環境

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ ア９５Ｒｅａｄｅｒの動作環境は以下の通りである
。

（１）動作ＯＳ

　　Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ日本語Ｗｉｎｄｏｗｓ９５０ｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ

（２）　 コンピュータ

　　Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ日本語Ｗｉｎｄｏｗｓ９５が稼働し、かっＰＣＭ機能を内蔵または外付けで装備できるパ ーソ

　　ナルコンピュータ 。ＤＯＳ／Ｖ機ならびにＮＥＣのＰＣ－９８シリーズのパソコンともに利用可能である 。

（３）最小稼働メモリ

　　１６ＭＢ

（４）ハードディスク容量

　　８ＭＢ

（５）サウンドボードまたはサウンドカード

　　ＰＣＭ機能を備えたもの。量子化数８／１６ｂｉｔ。 サンプリング周波数１１ｋＨｚ以上。モノラル／ ステレ

　　オ 。

（６）音声出力用機器

　　ＰＣＭ機能に接続された内蔵または外付けのスピーカないしはヘッドフォン 。

２． 構　　成

　９５Ｒｅａｄｅｒの構成を図４に示す。ソフトウェ アは、フック機能プ ログラム 、読み上げ基本プ ログラム 、

音声合成ドライバ、個別のアプリケーションに対応したマクロで構成される 。

　フック機能プ ログラムはＷｉｎｄｏｗｓが提供するフック関数を利用して、Ｗｉｎｄｏｗｓシステムから各種イ

ベント情報を取得する 。

　読み．上げ基本プ ログラムは、フッ ク機能プ ログラムが取得した情報を、ユー ザーにとっ て理解しやす

い言葉（テキスト情報）に置き換えて音声合成ドライバヘ送信す孔

　音声合成ドライバは、インタフェース部、一文字読み文字列変換制御部、日本語解析部、音声出力部

から成る 。読み上げ基本プ ログラムから音声合成ドライバヘテキストが送られる際に、読みモードが指

定される 。インタフェース 部では、指定された読みモードに応じて、日本語解析部または一文字読み文

字列変換制御部ヘテキストを振り分ける。一文字読み文字列変換制御部では、一文字読みのパラメータ
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に応じた読み文字列を一文字読み辞書から検索し、これを音声出力部へ送る 。音声出力部の出力はＰＣ

Ｍ音源へ送られる 。

Ｗｉｎｄｏｗｓシステム

フツク ８　ロクラム

イベント情報

など

問い合わせ 回答

読み上げ基本プログラム
読み上げ文字列

マクロ

マクロ

アプリケーション

アプリケーション

　　　　　　読みモ

読み上げ文字列

読みモ　ド

ド
●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●

一文字読み

辞書

インタフェース部

　一文字読み

文字列変換制御部
Ｅ１本語解析部

音声出力部

なめらか読み辞■

声質ファイル

ウエーブ出力 音声合成ドライバ

。。。機能 １１

図４　視覚障害者用Ｗｌｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ アのプ 回ツク図
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３． キー操作インタフ ェース

　コンピュータの操作は全てキーボードから行う 。アプリケーシ ョンの立ち上げ、コマンドの選択、ダ

イアロ グボ ックスでの各種設定とい ったＷｉｎｄｏｗｓ９５が提供する操作は、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の対話部品（対

話部晶は、フォーカスを移した後に操作ができるもの。アイコン、メニュー ダイアロ グボ ックスのコ

ントロールなど）を指示することにより実現できる。対話部晶の指示には 、Ｗｉｎｄｏｗｓ が提供するキー

割り当てをそのまま利用している（マイクロソフト株式会社，１９９５）（図６）。 このキー割り当ては、対

話部品の種類ごとに異な っており 、画面上のオブジェクトのレイアウトをキーボード上に展開し直した

ものと見ることができる（図５）。 同じ種類の対話部晶間の移動には方向キーなどが使われている 。

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５固有のキー操作であるから 、通常のキー操作になんら制限を加えることはなく 、晴眼者と

のパソコンの共用に差し障りがない 。

　Ｗｉｎｄｏｗｓ９５固有のキー操作だけでは、視覚障害者にとっ ては情報が十分ではないこともある。例え

ぱ、 現在アクティブなウィンドウは画面を見ればわかるため、アクティブウィンドウをユーザーに知ら

せるためのキー操作は存在しない。このような場合には、読み上げソフトウェ ア独自のキー操作を作成

した
。

回
匝団　；二

　　　　　鴛　　　　［コ　　［コ

□　□

Ｓｔａれｍ６ｎｕ　Ｔａｓｋ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ

ＥＳＣ

Ｐｕｌｌｄ（）曲ｎ　ｍｃｎｕｓ

ロロ□

□□□ロロ
Ｔａｂ 口□□

・１・１ 　・ｌｔ ［コ［］［コ□ ・ｌｔ 囮口□□

図５　Ｗｌｎｄｏｗｓ９５のキー割り当てと画面要素の対応
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図６ Ｗｉｎｄｏｗｓ９５のキー割り当て
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４． 読み上げ機能

４， １　音声出力

４Ｉ １． １　音声の設定

　読み上げる声の速さ ・高さ ・旬読点の間 ・アクセントの強さ ・声の種類（男声／女声／機械声）を 、

９５Ｒｅａｄｅｒのダイアロ グボ ックスの音声の設定タブ内で変更できる（図７）。 スピンボ ックスまたはラジ

オボタンに変更を加えると 、変更内容を新しい設定で読み上げるので、変更内容を素早く確認できる 。

　読み上げ速度の変更のように頻繁に変更を加えると考えられる設定は・特定のキー割り当て（Ｃｔｒ１＋

Ａ１ｔ＋→ またはＣｔｒ１＋Ａ１ｔ＋←）を使えば、９５Ｒｅａｄｅｒのダイアロ グボ ックスを開かなくても変更でき

る。 このキー操作は他のアプリケーションがアクティプなときでも有効である 。

図７　音声の設定のダイアロ グポ ックス

４． １． ２　現在の読み上げのスキ ップと新たな読み上げの開始

読み上げ途中に新しいイベントが発生したときは、イベントが発生した時点で現在の読み上げを即座

に中止して次の読み上げを始めることができる 。

４． １． ３　読み上げの一時停止と再開

　読み上げの途中にＰａｕｓｅを押すと 、読み上げを即座に一時停止できる。一時停止中に同じキー操作を

行うと 、一時停止した位置から読み上げを再開す乱
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４． １． ４ 読み返し機能

Ｃｔｒ！＋Ａ１ｔ＋Ｒのキー 押下により 、直前のキー操作で読み上げた内容を読み返す 。

４． １． ５ 音声出力のＯＮ／ＯＦＦ機能

クリッ プボード読み上げをはじめとする各種読み上げ機能の実行と停止を選択できる（図８）。

図８　音声出カのＯＮ／ＯＦＦ機能を設定するダイアロ グポ ックス
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４， ２　音声による文字の区別

　視覚障害者向けのテキストの読み上げ方は、なめらか読みと一文字読みの２っに分かれる（図９）。

　なめらか読みは、一般のテキスト音声合成を指す。テキストを日本語構文解析にかけて音韻系列、ア

クセント、 ポーズを作成してから読み上げる。なめらか読みは、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の対話部晶の読み上げや
、

ワープ ロ文書の内容を把握するのに適している 。一方、一文字読みは、それぞれの文字に対応した読み

表現を一文字ずっ区切 って発声させる読み方で、テキストの文字を確認するのに使われる 。

　現在パソコンを利用している視覚障害者がＷｉｎｄｏｗｓ環境へ移行することを考慮して、市販の盲人用

ワープ ロやＭＳ－ＤＯＳ画面音声化ソフトウェ アが採用している区別手法（渡辺，１９９６）のうち 、複数の

ソフトウェ アに共通する手法を一文字読みの読み表現として採用した 。

ニニニ、簑∴

図９　Ｗｉｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウ ］＝ アにおける読みモードの区分

４． ２． １　漢字の区別

　漢字の一文字読みは、詳細読み、音訓読み、簡易読みの３っに分かれる（図９ ，表１）。 音訓読みお

よび詳細読みは、日本障害者雇用促進協会が所有する辞書をべ一スとしれ詳細読みの読みが欠けてい

る部分をパソコン通信で頒布されている音声出力用詳細読みデータ（寺島 ・数藤 ・伊藤，１９９２）から追

加して作成した。漢字の簡易読みの表現は次のようなルールのもとに選んだ 。

（１〕その漢字に、単独で意味の通じる訓読みがある場合はこれを選ぶ

（２〕これがない場合は音読みのうち 、ＭＳＩＭＥ一単漢字検索（マイクロソフト株式会社，１９９５）の中で

　　表記順位が最も早いものを選ぶ

　以上のように作成した漢字の読み表現のモーラ長と 、読み表現に含まれるポーズの個数を調べた。調

査対象としたのは音訓読み、詳細読み、簡易読みの読み表現がすべて揃 っている漢字６３２５個（シフトＪＩＳ

コード８８９ＦからＥＡＡ２まで）である 。辞書 ファ イルでは、漢字の読みは半角カナで表現されており 、こ
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の中からアクセント記号「 ’」、 区切り記号□」、 勘音を構成する「ヤ」、「ユ」、「ヨ」、 濁点「“」、 半

濁点「。」を除いた文字数を数えた。長音「一」、促音「ツ」、掻音「ン」も１モーラとして数える 。

　結果を表２に示す。モーラ長は、詳細読み、音訓読み、簡易読みの噸に長く、 詳細読みと音訓読みは

それぞれ箇易読みの３．２倍と２ ．Ｏ倍であ った。また、音訓読みと詳細読みでは、平均するとひとっの読み

表現にひとっ程度の割合でポーズ（区切り記号「１」で表現）が含まれていることがわかる 。

表１　Ｗｌｎｄｏｗｓ９５画面音声化ソフトウェ アにおける漢字の読み表現

シフトＪＩＳコード 表　記 音訓読み 詳細読み 簡易読み
８８９Ｆ 亜 ア’１イ ’ アリューサンノ１ア

’ ア’

８８ＡＯ 唖 ア’１口 ’

アゼントスル’ノ１ア ’ ア’

８８Ａ１ 娃 ア’１オ ’ オンナヘンニ１ツチ１フタツ ア’

８８Ａ２ 阿 ア’１ヌ ’ アミダサマノｉア ’ ア’

表２　読み表現のモーラ数と、読みに含まれるポーズの数の平均値

読みのモーラ数 読みに含まれるポーズの数

音訓読み ４． ８６ １． ２１

詳細読み ７． ８１ Ｏ． ８９

簡易読み ２． ４２ Ｏ． ２７

４． ２． ２　漢字以外の文字の区別

漢字以外の文字の区別のためには２っの手法を採用した 。

１１）文字種を説明する言葉を読みに付加する

（２）声質を変える

　漢字以外の文字の読みは、簡易読み、フォネティック読み、詳細読み、フォネティック読み十詳細読

みの４通りがあるが（図９）、 このうち詳細読みを選択すると 、文字種を説明する言葉が読みに付加さ

れる 。付加する文字は「ゼンカクカタカナ」、「ハンカクカタカナ」、「ヒラガナ」、「ゼンカクオオモジ」 、

「ゼンカクコモジ」、「ハンカクオオモジ」、「ハンカクコモジ」である 。同じ文字種が２文字以上続いた

場合、２文字目以降には文字種説明の言葉を付けない 。

　文字種の違いにより音声の特性を変化させることもできる 。全角／半角、カタカナ／ひらがな、英大

文字／小文字の区別を、音声の高／低、男／女の声の特性の変化で読み分ける。読み分けの設定は、音
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声化ソフトウェ アのダイアロ グボ ックス内で指定する 。読み分けを行なわせないよう設定することもで

きる
。

　更に、１文字だけの発声では聞き取れないことがあるため、日本語のかなと英語のアルファベットに

はフォ ネティック読みを用意した（表３）。

　以上の設定は、９５Ｒｅａｄｅｒのダイアロ グボ ックスで変更できる（図１０）。

■　　　一

図１０音声による文字種の区別のダイアロ グポ ックス

表３　フォネティック読みの例

Ｕｎｉｃｏｄｅ 表記 フォネティック読み 簡易読み

００４１ Ａ エイビイ 工’

００４２ Ｂ ボウイ ビ’

００４３ Ｃ キャット シ’

ＦＦ７１ ア アサヒ ア

ＦＦ７２ イ イロハ イ

ＦＦ７３ ウ ウサギ ウ
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４． ２． ３　区別手法の選択

　同音異義語の区別手法は、ユー ザー が使用したことのある音声化 ソフトウェ アの種類や、ユー ザーの

漢字の学習経験、タスクの種類などにより選択される 。かな漢字変換作業において文字候補を確認する

際に同音異義語の読み分けは必須であり 、ここでは詳細読みや音訓読みが用いられるだろう 。他方、既

存のテキスト文書の中をカーソル移動する際は、読み表現のモーラ長の短い簡易読みが適していると考

えられる 。Ｗｉｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ アでは、一文字読みの読みモードを漢字と非漢字で独

立に設定できること 、カーソル移動時とかな漢字変換時で別の設定を行えることで、ユーザーの多様な

二一ズに応じることができる 。
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４． ３　Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の操作に応じた読み上げ

４． ３． １　 スタートメニュー（図３）

１１）スタートメニューのオープンとクローズ

　　　Ｃｔｒ１＋Ｅｓｃ やＷｉｎｄｏｗｓ キーによるスタートメニューのオープン 、Ｅｓｃ またはＡ１七によるスタート

　　　メニューのクローズを読み上げる 。

（２〕アプリケーションのシ ョートカ ット

　　　上下方向キーの押下により反転表示されたアプリケーションのショートカ ット名を読み上げる 。

　　　サブメニューの読み上げも行う 。

４． ３． ２　プルダウンメニュー（図１１）

　（１）プルダウンメニューのオープンとクローズ

　　　Ａ１ｔによるプルダウンメニューのオープン 、Ｅｓｃ またはＡ１ｔによるプルダウンメニューのクローズ

　　　を読み上げる 。

　（２）　プルダウンメニューとコマンド

　　　 コマンドのうち選択できないもの（淡色表示のもの）は通常より低い声で読む 。
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４． ３， ３　ダイアロ グボ ックス

　（１〕　インタラクティブな コントロール

　　　ＴａｂまたはＳｈｉｆｔ＋Ｔａｂの押下により 、ダイアロ グボ ックスの中の各 コントロールが新たにフォー

　　　カスをもっ た場合は、そのコントロール名と内容を読み上げる 。

　　　 コントロール＝ プッシュ ボタン、エ ディットボ ックス 、リストボ ックス 、コンボボ ックス 、ラジ

　　　オボタン、チ ェックボ ックスなど ｏ

　　　 コントロールの内容 ：プ ッシュ ボタン上の文字、エ ディットボ ックス 内の文字列、リストボ ック

　　　スの候補、コンボボ ックスの候補、ラジオボタンの選択内容、チ ェッ クボ ックスのチ ェッ

ク’

の有

　　　無 。

（２）スタティック ・コントロール（図１２）

　　　Ｔａｂの押下ではダイアロ グボ ックスの巾のスタティック ・コントロールヘフォーカスを移動でき

　　　ない。スタティック ・コントロールの読み上げは、９５Ｒｅａｄｅｒ が提供するＣｔｒ１＋↓またはＣｔｒ１＋

　　　↑で行う
。．

スタティックコントロール

図１２　ダイアロ グボ ックスのスタティッ クコントロール
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４． ３． ４　リストビューとツリービュー（図１３）

（１）　リストビュー

　　　リストビューの中のファ イル名またはフォルダ名を読み上げる。詳細表示のときは、ファイルの

　　種類、容量、更新日時も読み上げる 。

（２〕　ツリービュー

　　 ツリービューの中のドライブ名とフォルダ名を読み上げる 。

　テツ外ツプ

１料狐 １・

幽Ａ
…弱

薗Ｃｌｉｐａパ

麺Ｅ…１

鈎Ｏ舳・・

麹ｐ・ｗｐ・１

翻Ｓ・ｈ・ｄ・１・

麹虹・ｄ・

畿丁・叩１北

蟹Ｗｉｎｗｏｒｄ

ｇＡ雌・ ワーケ州
、

　　フフイルフオルタ “

　　フフイ’１。 フオルゲ

　　フフイルフオルケ“

　　フフイルフオルタ｛

　　フフイルフオルタ “

　　フ７イルフオルゲ

　　フフイルフオルゲ

　　フフイルフォルゲ

　　フフイルフオルゲ

１ＩくＢ　　シ，一トカット

９６／０４／０８１９＝２６

９６／０２／０３１５＝２８

９６／０２／０３１５＝２６

９６／０２／０３１５：２４

９６／０２／０３１５＝２４

９６／０２／０３１５：２７

９６／０２／０３１５＝２８

９６／０２／０３１５：２５

９６／０２／０３１５１２５

９６／０４／０８１９：３１

ツリービュー　　　　　　　　　　　　リストビュー

　　　　　　　　　　　　　　図１３　リストピューとツリービ ュー

４， ３． ５　起動タスク

（１〕タスク切り替え

　　Ａ１ｔ＋Ｅｓｃによるタスク切り替え操作を行うと 、新たにアクティブとな ったウィンドウのタイト

　　ルを読み上げる 。

　（２〕アクティブウィンドウのタイトル

　　Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ａによりアクティブウィンドウのタイトルを読み上げる 。

（３〕起動タスクの数

　　 Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｂにより起動中のタスクの数を読み上げる
。

（４〕全起動タスクのタイトル

　　Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｃにより起動中のタスクのタイトルを全て読み上げる 。
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４． ３． ６　ウィンドウの更新に伴う読み上げ

（１）ウィンドウの更新

　　　ウィンドウの更新は、以下のものがある 。

　　　ウィンドウのアクティブ化、ウィンドウの生成、ウィンドウの破棄、ウィンドウのアイコン化、

　　　ウィンドウの最大化、ウィンドウの移動、ウィンドウのサイズ変更、ウィンドウの注目の変更 。

　１２）メッセージボ ックスのオープン

　　　メッセージボ ックスによ っては、ユーザーの操作によ ってそのメッセージボ ックスが開いたとき

　　　は、その内容をソフトウェ アが自動的に読み上げる 。

４， ３． ７　テキスト編集画面の読み上げ

　ここでいう編集画面とは、ダイアロ グボ ックスのテキストボ ックスならびに「メモ帳」「ワードパッ

ド」のクライアント頷域を指す 。

（１）挿入文字列の読み上げ

（２）カレット移動時の読み上げ

　　　方向キーでカレットを左右に移動するたびにカレットの右側の文字を読む。カレットを上下に移

　　　動した場合は、カレットの右側の１文字だけを読むか行末まで読むかを選択できる 。

１３）削除文字列の読み上げ

１４）反転文字列の読み上げ

　　　 シフトキーを押しながら方向キー で範囲を選択した場合、方向キーを押すごとに新たに反転表示

　　　された文字を読み上げ、シフトキーから手が離れた時点で、選択された範囲全体を読み上げる 。

（５〕属性による検索

　　　カタカナ ・漢字 ・英文字とい った文字属性により検索を行う 。

４． ３． ８　日本語入カシステムの読み上げ

　Ｗｉｎｄｏｗｓ９５に付属の日本言吾入カ システム「ＭＳ－ＩＭＥ９５」と「一太郎７ｆｏｒ　Ｗｉｎｄｏｗｓ９５」に付属

の「ＡＴＯＫ１０」のかな漢字変換中の内容を読み上げることができる 。読み上げ方は、なめらか読み 、

詳細読み、音訓読みの３っから選択できる 。

４． ３． ９　 マウスの移動に伴う読み上げ

　ユーザーがマウスを移動させたとき 、画面上でマウスカーソルの下にある情報を読み上げる。読み上

げることができる項目は以下の通り 。

　アイコン、タイトルバー領域、クライアント領域、メニュー領域、コントロールメニューボ ックス 、

サイズボ ックス 、アイコン化ボタン、最大化ボタン、元のサイズに戻すボタン、ウィンドウの境界、ス

クロー ルバ ー、 アイコン化したアプリケーション 。
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４． ４　Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｅｘｃｅ１Ｖｅｒｓｉｏｎ７．０の読み上げ

Ｅｘｃｅ１に対応したマクロ を利用することで、以下の読み上げ等が可能であ孔

（１）フォーカスをもっセルの番地と内容

１２）Ｓｈｉｆｔ＋方向キーで選択したセル範囲

４． ５　読み上げ関数の公開

　他のアプリケーションが９５Ｒｅａｄｅｒの読み上げ機能を利用できるように、読み上げ関数を公開してい

る。 この関数を含むヘッ ダファ イルとインポートライブラリを組み込んで コンパイルするだけで、読み

上げ機能付きのアプリケーションを容易に作成することができる 。Ｅｘｃｅ１の読み上げマクロ は、 この読

み上げ関数を利用したものである 。
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